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　被災地の子どもたちを元気づけたいとの思いから、下記の概要でスポーツ活動等が十分にできない子どもたちを
対象に、農業エコ体験及びスポーツ交流を行いました。

〈連載〉 東日本大震災被災地  応援情報

まじゃらいんスポーツクラブの取組み

農業エコ体験とスポーツ交流の場に招待1

主催： まじゃらいんスポーツクラブ
後援： 公益財団法人宮城県体育協会
期日： 平成24年10月27日（土）～ 28日（日）　1泊2日
場所： 大崎市松山体育研修センター、
 松山多目的芝生グラウンド、一ノ蔵本社蔵
内容： （1）農業エコ体験　精米などを体験
 （2）スポーツ交流　サッカーによる交流会
日程：第1日　10月27日（土）
 15：00 開会行事
 15：30 ～ 16：30 スポーツ交流
  松山多目的芝生グラウンド
 17：00 ～ 19：00 バーベキュー・夕食及び交流会
  松山体育研修センター
 19：00 ～ 宿舎移動
 第2日　10月28日（日）
 9：00 ～ 10：00 一ノ蔵本社蔵見学会（保護者・子ども）
 10：00 ～ 11：30 農業エコ体験（精米など）
 11：30 ～ 閉会行事



　この支援で一番気をつけたことは、支援の押付けにならないように配慮したことでした。現在、被災地支援活動は、
支援される側にも連絡調整や当日の引率等負担がかかるため、支援を受入れることが出来る団体が限られ、またそ
の団体に支援が集中している面があります。そういった面もあり県体育協会と協力し、支援される側の負担となら
ないよう準備を進めました。もし支援活動をお考えの際は、その点にもご注意ください。
　この支援をきっかけにクラブでは、今回実現できなかった福島県の子どもたちへの支援も含めて今後も事業を継
続し交流を深めたいと考えています。

（公益財団法人宮城県体育協会クラブアドバイザー　相田　恵美）
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平成20年2月3日
大崎市松山地区
会員数　102名（平成24年4月1日現在）　予算規模　922,000円（平成24年度）
（※5月末がクラブ総会のため平成24年度の数値）
サッカーを中心に、スキー、登山などのクラブ事業を展開し、スポーツが本来持つ“楽しさ”
をコンセプトに活動している。スポーツ以外に「米づくり」「ホタル観賞」「生き物調査」の自然
体験活動や国際交流など、幅広い活動に取り組んでいる。
〒987-1305　宮城県大崎市松山次橋字次橋82
TEL・FAX：0229-55-3409
Mail：
クラブHP：http://majyaspo.grupo.jp/
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　東日本大震災による地震と津波の被害は甚大で、特に沿岸部が受けた被害は想像を絶するものがありました。
震災から2年以上が経過した現在も、被災地では復旧・復興が急がれる状況です。
　宮城県大崎市にある「まじゃらいんスポーツクラブ(以下、クラブ)」は震災直後から、宮城県内の津波被害の大
きい地域の復興のために、設立母体である旧松山町サッカー協会のネットワークを活用して義援金を送る支援を行っ
てきました。しかし、原発事故により不自由な生活を余儀なくされている福島県の状況を知り、福島県の子どもた
ちに伸び伸びと体を動かしてもらう招待事業を企画しました。
　当初は、福島県内の総合型クラブと調整を図りましたが、上手くマッチングができなかったため、宮城県内の子
どもたちの受入れ支援に変更しました。宮城県体育協会の協力もあり、声掛けの結果、石巻市開北サッカー少年
団を招待しました。（石巻市は震災による死者、行方不明者が県内で最も多い地域です）
　招待事業は、石巻市開北の子どもたちに日常のストレスを解消してもらい、元気と笑顔を取り戻してもらいたいと
の願いから、1泊2日で「農業エコ体験・スポーツ交流招待事業」を実施しました。これは毎年クラブが実施している「農
業エコ体験」事業のノウハウを活かした、クラブだからこそできる事業です。（クラブでは宮城県有数の米どころであ
る土地柄を活かして、毎年クラブの子どもたちに田植えから稲刈りまでを体験してもらっています）
　1日目はサッカー交流会を行い、2日目が農業エコ体験です。クラブ会長の田んぼを借りて精米作業とお米の
収穫量当てクイズを行い、石巻市の子どもたちにとっては、久々に自然に触れ合う機会となりました。保護者も含
めて総勢70名ほどの参加があり、とても賑やかに子どもから大人まで交流することができ、所期の目的を達成でき
ました。クラブスタッフのみならず会員の保護者も多数応援に駆けつけ、準備から後片付けまでの作業を手際よく
進めてくださり、地域のチームワークと情熱を感じた事業でした。

元気と笑顔を取り戻してもらうために2

支援活動で気をつけたこと3

info-majyaspo@grupo.jp


